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四国、出向９８８人を原価に 値上げ見直しは必至 

電気料金の値上げを申請している四国電力が、社員の 2 割を越す１４００人を関連会社などに

出向させながら、うち 1 千人分の人件費を料金算定のもとになる「原価」に含めていることが明

らかになった。資材を買うのに競争入札はほとんど導入していないこともわかった。四国電力は

家庭向け料金を平均 10.94％の値上げを申請している。（4/17 朝日） 

 

汚染水漏れたら直ちにタンクへ 東電、貯水槽計画時に説明 

東京電力福島第１原発の放射能汚染水漏れ事故で、東電は、昨年夏に開かれた国の専門家会合

で地下貯水槽の建設計画を示した際、漏れたら「直ちにすべての汚染水をタンクに移す」と説明

していたことがわかった。実際は発覚後にタンクの手配を検討し、いまだに汚染水の移送を始め

ていません。東電は、５日に２号貯水槽で汚染水漏れが始めて見つかった後、原子力規制委員会

の指示もあり、隣の 1号貯水槽への移送を決定。6日早朝から水を移し始めたが、１号貯水槽と 3

号貯水槽でも相次いで漏れが発覚した。このため、貯水槽の使用を断念して、10 日になってよう

やく新設する地上タンクや、ほかの用途に使うタンクに移すことを発表した。（4/13 朝日） 

 

原発 12 基 防火策に不備 新規制案 廃炉の可能性も 

原子力規制委員会は１０日、原発の新しい規制基準案をまとめた。原発を運転するには基準へ

の適合が条件。適合には数年単位の時間がかかるものもあり、半数の原発は当面再稼働できなく

なる。特に、古い原発１２基は火災対策に不備があり、基準適合が難しいと見られ、適合できな

い原発は廃炉の決断が迫られる。燃えにくいケーブルを使っていない原発には島根１号機、伊方

１号機、大飯１号機などが含まれる。（4/11） 

 

再処理工場の新規制基準検討 原子力規制委 

 原子力規制委員会は 15 日、使用済み核燃料再処理工場などの核燃料サイクル施設や研究炉の新

しい規制基準の検討を始めた。再処理工場と燃料加工施設に新たに過酷事故対策を求めるほか、

対象が多様なため、施設の危険度に応じた基準を作成する方針を決めた。（4/16 山陽） 
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